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第
一
三
共 

メ
マ
リ
ー
Ｄ
Ｔ
Ｃ 

第
二
弾
「
ノ
ー
ト
」 

撮
影
台
本 

大
岡
俊
彦 

 

登
場
人
物 

母
（
７
１
） 

第
一
弾
の
祖
母
と
同
一
、
表
記
違
い
。 

息
子
（
４
５
） 

第
一
弾
の
父
。
同
。 

医
師
（
４
０
） 

   

○
近
所
の
医
院
、
廊
下 

  
 

 

待
合
の
椅
子
に
座
り
こ
み
、
嫌
が
っ
て
い
る 

母
（
７
１
）
。 

そ
の
息
子
（
４
５
）
、
必
死
に
な
だ
め
て
い 

る
。 

息
子 

「
す
ぐ
終
わ
る
か
ら
。
ね
？ 

こ
こ
は
じ
め 

て
来
た
所
じ
ゃ
な
い
よ
？ 

い
つ
も
来
る
じ
ゃ
な 

い
。
大
丈
夫
」 

母 
 

「
…
（
不
安
、
疑
心
暗
鬼
）
」 

 
 

 

そ
こ
へ
医
師
（
４
０
）
が
通
り
か
か
る
。 

医
師 

「
ご
め
ん
な
さ
い
お
待
た
せ
し
て
。
（
母 

に
）
藤
田
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
ょ
う
か
」 

 
 

 

突
然
背
す
じ
が
シ
ャ
ン
と
な
り
、
よ
そ
ゆ
き 

の
顔
に
な
る
母
。 

息
子 

「
…
？
」 

 

○
同
、
診
察
室 

 

医
師 

「
ど
う
で
す
？ 

最
近
は
？
」 

 
 

 

（
電
子
）
カ
ル
テ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。 

 
 

 

息
子
、
出
し
た
ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
。 

息
子 

「
そ
う
で
す
ね
え
。
外
出
は
喜
び
ま
す
」 

母 
 

「
そ
う
そ
う
」 

息
子 

「
？
」 

 
 

 

医
師
、
先
を
続
け
て
と
、
息
子
に
目
で
合
図
。 

息
子 

「
料
理
も
好
き
で
」 

母 
 

「
そ
う
な
の
よ
」 

息
子 

「
で
も
着
替
え
は
キ
ラ
イ
で
…
」 

母 
 

「
（
と
ぼ
け
る
）
そ
れ
は
な
い
か
な
ー
」 
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息
子 

「
（
母
に
）
俺
が
聞
か
れ
て
ん
の
！
」 

母 
 

「
私
の
話
で
し
ょ
う
？
」 

息
子
、
医
師
「
…
（
そ
れ
は
分
る
ん
だ
、
と
目
を
合 

わ
せ
る
）
」 

 
 

 

息
子
、
医
師
に
ノ
ー
ト
を
渡
す
。 

 
 

 

前
回
来
院
日
か
ら
の
、
家
で
の
様
子
の
記
録 

が
書
い
て
あ
る
（
約
二
週
間
分
）
。 

息
子 
「
廊
下
で
は
嫌
が
っ
て
た
の
に
、
先
生
の
前 

だ
と
シ
ャ
ン
と
す
る
ん
で
す
よ
」 

医
師 

「
は
は
は
。
そ
う
い
う
人
も
い
ま
す
よ
」 

 
 

 

突
然
、
深
々
と
お
辞
儀
を
す
る
母
。 

母 
 

「
は
じ
め
ま
し
て
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま 

す
」 

息
子
、
医
師
「
…
（
驚
い
て
、
顔
を
見
合
わ
せ 

る
）
」 

 
 

 

だ
が
そ
れ
は
し
ょ
う
が
な
い
か
。
こ
れ
か
ら 

長
く
付
き
合
う
上
で
、
こ
れ
ぐ
ら
い
で
は
驚 

い
て
い
ら
れ
な
い
な
あ
、
と
お
互
い
の
顔
を 

見
る
息
子
、
医
師
。 

再
び
、
ノ
ー
ト
に
目
を
や
る
医
師
。 

 
 

 

ノ
ー
ト
の
ア
ッ
プ
に
、
ナ
レ
が
か
ぶ
る
。 

ナ
レ 

「
人
に
調
子
が
あ
る
よ
う
に
、
認
知
症
に
も 

波
が
あ
り
ま
す
。
今
日
は
穏
や
か
で
も
、
明
日
は 

荒
れ
模
様
に
な
っ
た
り
。
お
医
者
さ
ん
に
会
わ
な 

い
時
の
記
録
を
、
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
て
お
い
て 

下
さ
い
。
お
医
者
さ
ん
が
症
状
を
よ
り
正
確
に
判 

断
す
る
、
貴
重
な
記
録
に
な
る
の
で
す
」 

 
 

 

窓
の
外
の
空
を
眺
め
て
い
る
母
。 

母 
 

「
今
日
は
い
い
天
気
だ
ね
え
」 

 
 

 

つ
ら
れ
て
、
窓
の
外
を
見
る
息
子
と
医
師
。 

 

ナ
レ 

「
認
知
症
の
新
し
い
治
療
が
広
が
っ
て
い
ま 

す
。
相
談
ノ
ー
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
第
一
三 

共
」 

 


